
添加剤のUV劣化分析：Poropare™の吸収性を活かした湿式転写

■ 測定手順

Poropare™にあらかじめ添加剤を溶解する溶媒を含ま
せて、溶媒が乾燥する前にUVが一部照射されたサンプル
を転写した。転写後は追加処理なしに測定した。

■ アプローチ

フィルム中の添加剤劣化をイメージで評価したい。フィルム
そのままでは帯電やマトリックスの馴染みの面で測定が  
難しく、破砕して抽出すると局在情報は失われてしまう。

■ 測定の課題

Xの部分を
押し付けて転写!

そのまま装置へ!

•フィルム状態変化の可視化
　UV光を照射した箇所（Xの形状）において、フィルム含有の
　添加剤が減少し、劣化後の添加剤が増加したことが可視化
　された。

•湿式転写
•Poropare™の吸収性を活かした湿式転写により、局在情報
　を維持したまま目的成分の抽出ができた。
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